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事例１ 「ひっくり返す勝負をしよう」  ６月１６日    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事例２ 「スペシャルメンコを作ろう」 ６月２０日  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事例３ 「いいこと考えた！ダンボールを使おう」 （メンコを裏返す勝負を始める）     ６月２１日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

メンコ遊び～目的に向けて考えたり試したりしながら、友達と一緒に遊ぶ～ 

        刈谷市立双葉幼稚園（愛知県刈谷市）       [５歳児]

子どもの姿 保育者の意図・援助

子どもたちが、厚紙を好きな形に

切りカードとして持っている。 
それを使って子どもたちの遊びにならないかと考え、「素敵なカードね。カ
ードじゃんけんゲームにも使えるし、メンコにも使えるね」と声をかける。

｢あっ、知ってる。お兄ちゃんがそうやってパシ

ッて思いきり投げて、置いてあるやつ(メンコ)

をひっくり返すのやってたよ｣と興味をもつ子や

｢そんなのできないよ｣と言う子どもがいる。

それを見てＢ児は「すごーい！俺もやってみる」と自分のカードを使って、教師のメンコ

を裏返しだす。５～７人の子どもたちも興味を示して、教師のメンコを狙ってひっくり返

すことを楽しみ始める。Ａ児が「そうだ、ひっくり返す勝負をしよう」と言う。

Ａ児「使わないカードを置いて当てるの。それでひっくり返したやつをゲットし

て、一番多い人が勝ち」と言い、教師の大きいメンコを狙って投げることを目的

とした。Ａ児「先生のひっくり返らないよ。大きいし強いから王様だよ」Ｂ児「え

ー、王様？！王様をやっつけてやる」Ｄ児「よっしゃー、俺が絶対に王様をゲッ

トしてやる」などと言って、意欲を燃やしていた。

「先生、やってみようかな。メンコはうまく当てるとひ
っくり返すことができるよ」と、メンコをひっくり返す
ように下の部分をねらって打って見せる。 

「どうやって
遊ぶの？」と投
げかける。 

登園してすぐに子どもたちは、ダンボールや厚紙、牛乳

パックの底などから材料を選んでメンコを作り始める。

Ｄ児は｢俺は、三角にする｣と言い、四角に切ってある牛乳パックに三角に

切った厚紙を張り合わせる。Ａ児「Ｄ君、すごい。ぼくもスペシャルメン

コ作ろうかな」と、厚紙を何枚も星の形に切って、ガムテープで張り合わ

せる。Ｆ児は「俺は牛乳パックがいい。この方が強いやつができるもん」

と、強いメンコを作るにはどの材料がいいのかを自分で選ぶ。その後、Ａ

児、Ｄ児、Ｆ児は三人で“秘密の修行”と言って、一緒に打つ練習をする。

「先生は、強くてかっこいい王様
メンコにしたいから、星の形に切
ってみよう」と、形を切って作っ
たり「Ｄ君のいいね。四角のメン
コはたくさん見たけど、Ｄ君の形
は初めて見るよ。Ｄ君だけのスペ
シャルメンコだね」と認めたり、
「このダンボールの方がいいか
な？厚紙も堅くていい音がするか
な」と言いながら材料を選んだり
して、保育者も一緒に作る。 

１回戦、２回戦と続ける中で、教師のメンコが何度も裏返されたことを

きっかけに、「先生のメンコはひっくり返すには強いけど、すぐにやら

れちゃうな」と、つぶやいてみた。すると、A児が「先生のメンコは、

太いからすぐにひっくり返っちゃうじゃない？」と言った。Ｂ児「でも、

あんまし薄くてもだめだよ。ちょっとくらい太いのがいいよ」E児「え

ー？！太いやつのが、でらい強いんだよ」Ｃ児「いい音がするやつが強

いよな」Ｇ児「デブいのは、音は大きいけど弱いんだよ。僕のこれ、弱

いもん」と、それぞれの考えを出し合った。

「強くて負けないやつにするには、ど
のくらいの厚さがいいのか考えて作
らなきゃいけないね」と、子どもたち
の思いを受け止める。そして、「Ａ君
のメンコはしっかりテープが巻いて
あって強いから、先生もしっかりテー
プで巻こう」と子どものいいところを
取り入れて作る。また、音や厚さなど
言葉に出しながら材料を選び作る。 

「俺もＡ君みたいにしてみよう」「いいこと考えた！ダンボールを使おう」「牛乳パックをもう一枚つけると強

くなるかな」などと言って、保育者の言葉や友達のメンコのよいところを取り入れながら、強いメンコを作り

たいという目的に合わせて素材を選んで作ったり繰り返し試したりしている姿が見られる。 
また、厚くすると強くなると思っていたＥ児は、実際やってみると分厚すぎてメンコが飛んでしまったり倒れ

てしまったりするため、裏返すことができず、ただ厚くすれば強くなるのではないことを知り、作り直す。 

この後、チームになっ

てメンコ遊びをする

みどころ 
 保育者は子どもの動きや使っている物から実態を把握し、保育の意図をもって一緒に

遊びながら創意工夫を引き出す援助をしています。こうした保育者の援助により、遊び

のイメージがもてることで｢強いメンコを作る｣という目的が明確になり、材料を選んだ

り、形や厚さ、音など遊び（試し）ながら違いに気付いたりして、工夫する楽しさを味

わうことができました。考えたり工夫したりして思いを実現する製作活動から自分たち

で遊びを展開する集団の遊びへと意欲的に遊びを展開する姿に結びついています。 


